


DJ DARUMA×DJ MAKIDAI
2014 年に結成、2016 年から本格的に活動を開始した PKCZ®。EXILE HI 
RO の呼びかけにより、DJ MAKIDAI、VERBAL、DJ DARUMA という、
90年代のHIPHOPに魅了されたメンバーが集結。ヒト、モノ、コトをMIX（ミッ
クス）し新しい価値を創造するクリエイティブユニットとして活動中。8 月に
はファーストアルバムもリリース、今後の展開に注目が集まる。

撮影・仲西マティアス

待望のアルバムがついにリリース！　エンターテイ
ンメントの新ジャンルを創造するPKCZ®の全貌
が今、明かされる！



3 人を見て、このメンツで何かをやれば面
白い事ができるんじゃなかっていう、そこ
の直感を信じてやっていこうと。そういう
タイミングが僕らを引き寄せてくれた気が
します」
　8 月2日には、アルバム『360° Cham
berZ』（スリーシックスティ・チェンバーズ）
をリリース。タイトルに込めた意味は。
M「僕らが影響を受けたアーティストで、
Wu-Tang Clan（ウータン・クラン）とい
うニューヨークのスタッテンアイランド出
身の HIP HOP アーティストがいるんです
けど、彼らのアルバムが『Enter the Wu-
Tang （36 Chambers）』というタイトル
だったんです。僕らはそこに一番色濃く影
響を受けたという事もあり、アルバムのタ
イトルにしました。彼らは HIP HOP 集団
でもあり、ラップもやるし、他にクリエイ
ティブなことも積極的にやっている。ソロ
で動いたり、自分たちが着たい服を作っ
て、それを着てミュージックビデオに出た
り、PKCZ®がやりたいことに、すごくリン
クしていることが多く、シンプルにカッコ
いいなと。僕らも、音楽を主軸に、ヒト、
モノ、コトをミックスして、PKCZ®のメン
バーでそれらを一度咀嚼して、自分たちな
りに形を変えてクリエイティブな活動をし
ていきたいと思っている。その上でそれを
360°全世界に電波を広く張って、PKCZ®

のフィルターを通して、クリエイティブな
作品を出していこうと。そういう意味も込
めて、このタイトルになりました」
D「アルバムの制作には 2 年かかり、そ
の間いろいろなことがありました。1曲 1
曲作り方も違いますし、とにかく丁寧に仕
上げたという感じです。今、現状で自分
たちが出せるものの中では、バランスがと
れて、すごくいいものができたなと思って
います」
　アルバムでは、多くの海外アーティスト
ともコラボレーションしている。
M「Wu-Tang Clan の METHOD MAN

　もともと古くからの友人だったというメ
ンバー。グループ結成のきっかけは。
DJ DARUMA（以下、D）「20 年以上
前に出会い、HIP HOP がすごく好きな音
楽でつながった友達であり、一緒にダン
スをやったり、作ったりしていた仲間でも
あります。その延長線上に PKCZ®がある
という感覚なので、今一緒にやっていると
いう事に関しては、違和感とかは全然な
いですね」
DJ MAKIDAI（以下、M）「青春時代
というか、一番自分たちが熱く、音楽やダ
ンスに対し夢中になっていた頃からの友人
なので、感覚的にすごく分かりあえる事が
多い。世代も年齢も同じなので、いろい
ろなカルチャーに触れ、好きなものが同じ
だったり、見てきたテレビ番組が同じだっ
たりしているから、感動するポイントが一
緒なんですよね」
D「逆に嫌だっていうポイントも近い。そ
れって、実はすごく重要で、それはないなっ
ていうポイントが、言葉にしなくても感覚
的に分かる。VERBAL 君も同い年なので、
世代の共通感覚があるのは、強みでもあ
り大きいのかなと思います」
M「メンバーだけじゃなく、同世代のダン
サーや DJ など、共通の知り合いが多い
ので、なんとなくナチュラルにずっとつな
がっていたっていう感じ」
D「それがすごくきれいなタイミングで、
一緒にやることになったんですよね。これ
が 5 年前ならなかったかも知れないし、3
年後だったら遅すぎたと思う。僕はもとも
とやっていた、DEXPISTOLS というDJ
ユニットの活動を一旦休止にするタイミン
グだったし、MAKIDAIもEXILEのパフォー
マーを卒業するタイミングで、そんない
ろいろなタイミングがきれいにそろった時
に、HIROさんから一緒にやったら面白い
ことができるんじゃないかとアドバイスを
いただいたんです」
M「自然の流れもあったし、HIROさんが

言葉にしなくても分かる
世代の共通感覚があるのが強み

DJ DARUMA



（メソッドマン）は、アメリカの 90‘Sを代
表するラッパーなんですけど、その彼とも

『INTO THE CIRCLE』という曲で一緒に
やっています。ホットミュージックという
ネタ元があるんですけど、サンプリング許
諾もとって、僕らなりにそれ以外の部分を
イメ—ジし、ディレクションやプロデュー
ス的な感じで携わった。その上でメンバー
同士、意見を出し合い、ブラッシュアップ
をしていきました。90’S の今やっている
ラッパーの中で、誰がいいかと話し合って
いた時に、何人か候補はいたんですけど、
DARUMA さんが神の一声で、“ やるなら
メソッドマン ”と（笑）」
D「ダメ元で行くなら、メソッドマンで
しょって。誰が OK 出してくれるか分から
ないなら、とにかく一番好きな人にいこう
と思っていたので」
M「みんな共通で好きな人でしたし、ダメ
元でいってみたらOK が出た。そこから作
業が始まり、あの楽曲が誕生したわけで
す。ですから、いきなり座組みがあって、
ドーンとスタートしたというより、段階を
経て、１つずつ会議を繰り返して、作品を
作り上げていったという感じです」
　最初から海外を意識してのアルバム作
りだったのか。
D「そこもHIROさんが、もっと海外との
連携を取ったほうがいいとアドバイスをく
れて、9 割ぐらいアルバムができていた段
階で、そこからテコ入れした部分もありま
した。PKCZ®は海外にも目を向けるべき
だと言ってもらったので、試行錯誤し、練
り直した結果、さらに厚みのあるものに
なったと思います」
　7 月には、ベルギーで行われた世界指
折りのダンスミュージックのフェス『Tomo
rrowland』に出演。
D「ある程度の結果は得られたのかなって
いう感じですね。行ってみるまでは、本当
にどうなるか全く分からなかったので不安
でした。海外だと僕らは無名の新人アー

ティストなので、単に音楽の力だけで勝負
しなければならない。果たしてそれがどこ
まで通用するのかっていうのが試せたと思
います。僕らがプレイをしていたのは、室
内だったので、雨が降ってきたことで、お
客さんが入った部分もありました。でも現
地にいた友達の Yellow Clawというアー
ティストに、“ 雨が降ってきたというラッ
キーな部分はあるかもしれないけど、そこ
で音楽が悪かったら、晴れた時に出て行っ
ちゃうと思う。でもお客さんたちは残って、
きちんと最後まで盛り上がりを作れたって
いうのは、DJ が良かったっていうことだ
と思うよ ” って言ってもらい、それもすご
く自信につながりました。自分たちが思っ
ている通りになったところもあるし、ダメ
なところも逆に明確に理解でき、僕自身
すごくいい経験になりました」
M「ヨーロッパでしたし、アメリカとも日
本ともアジアとも違い、その国々で盛り上
がりやすい、受け入れられやすい曲調や
ジャンルがあるとは思っていた。それも踏
まえて DJプレイで表現する上で、どうす
ればうまく盛り込めるかというのを 3 人で
セッションしました。また、プラスアルファ
の部分として、衣装をハッピにするなど、
海外の人が思う日本っぽさを取り入れた
ほか、ゲームやアニメ、映画など、どの程
度知られているか分かりませんでしたが、
そういうのをワイドにとらえてやってみる
などの工夫もした。その結果、うまくいっ
た事もありましたし、もちろん改善点も全
然ありましたが、ともかくものすごくいい
経験になったのは間違いないですね」
D「ちゃんと海外でこのまま経験を積んで
いけば、まったく歯がたたないっていうこ
とはないなと。日本以外のところで、DJ
として勝負していけるっていう自信にはつ
ながりました」

『Tomorrowland』では、日本から駆け付
けたファンが国旗を掲げ応援。それがす
ごく心強かったという。

PKCZ®と一緒にやると
面白いよねっていう存在になりたい
DJ MAKIDAI



目の前にある１つ１つの事を
積み重ねていく以外に夢をかなえる方法はない
D「海外に行って、お客さんたちが国旗
を掲げて自分たちの国のアーティストをサ
ポートしていただくという経験は、本当に
めちゃくちゃ心強いというか、あの支えら
れているっていう感じは初めて経験するも
のでしたね」
M「国旗を見ながらというのは、普段と
また違う見え方ですごくうれしかった。ま
たそれが争いではなくて、自分たちの国の
DJ がやるときに、盛り上がるという感じ
はすごくピースで、そういうことで世界が
つながっていくのは、本当にいいことだな
と思いました。その中で、やはり自分が育っ
たところの国旗が上がっていたのはすごく
感動しましたね」
D「国旗を振ってくれた日本の方もすごく
感動したと言ってくれて、それがすごいあ
りがたいなというか、一生懸命にやった甲
斐があったという気持ちになりました。To
morrowland ってお客さんで行くのは結構
ハードルが高いと思うんです。ベルギー

の草原の中という決して行きやすくはない
場所で、いろいろ見たいアーティストもい
たでしょうに、PKCZ®のステージに来て
くれた上に、感動したって言ってもらった
のは、こちらも逆に本当にありがたいとい
うか、胸が熱くなりました」
　岡山に行ったことは？
D「何回もお邪魔したことあります。まず
駅降りたところの桃太郎が印象的ですよ
ね。あとやっぱり、僕自身洋服もやってい
るので、デニム工場のイメージはすごい
あります。あと、橋を渡ってすぐに香川が
あるということで、うどんも美味しかった
とか。クラブシーンは、基本的にすっごい
盛り上がっているイメージ。お客さんもす
ごくたくさん集まってくれますし、若者の
熱気は基本的にとてもあるなといつも感じ
ます」
M「自分はまだ行ったことはないです。で
もDARUMAさんもそうですし、DJ の JO 
MMY という昔からの友達で、PKCZ®と

して一緒にイベントやるときに参加してく
れる人から、行った時の話を聞いたり、送っ
てもらった写真を見たりすると、クラブが
すごく盛り上がって、いい感じが伝わって
くる。なので近いうちにぜひ行って岡山の
みなさんの前でプレイしてみたいですね」
　夢をかなえるために頑張っている人に
メッセージをお願いします。
D「とにかく、夢に向かっていくのは日常
の積み重ねなので、１個１個目の前にある
ことをまずきちんと一生懸命やっていくこ
とが大切だと思います。勉強を頑張ると
か、アルバイトを頑張るとか、そういう今
日を頑張ることを積み重ねていくことがす
ごく重要だと思います。それをした上で、
ルーティーンにならないように、どういう
ふうに、自分の人生を進めていくかという
目標を、すごく近いところから決めてみる。
1年後とか3 年後とか。それをやりながら、
１個１個頑張っていきつつ、ステップアッ
プを作っていくようにしていくことで、確

実に前に進んでいくと
思います。漠然と夢を
見てどうしたらいいか
分からないというのは
すごく分かるんですけ
ど、日常の積み重ねを
一生懸命やることしか
方法はない。それは自
分自身の中に確信が
あるので、日々の小さ
なことを大切にしてほ
しいと僕は思います。
僕自身、今身の回り
に起こっていることっ
て、本当にとんでもな
いレベルのことで、今
は漠然とした夢をみて
いるというよりは、夢
が叶っていっている最
中なので、だからこそ、
１つ１つ確実にやって
いきたい。ここ何年間
かは、PKCZ®にしっ

かり集中して、どこまで盛り上げられるか
というのを、目標としてやっていこうと思っ
ています」
M「夢を思い描いた時に、何でもかんで
も一人でやろうとしないで、自分の夢を
応援してくれる人と分かちあうのも大事
だと思います。そういう人の数が多いほ
ど、その夢に近づけると思いますし、逆に
人の夢や考えを聞くことも、必要じゃない
かと。一見、遠回りしているようなんだけ
ど、実はそういう事が自分の夢を叶えるこ
とにもつながっていくと思う。僕自身は、
この PKCZ®というグループを、海外を含
めより広い視野でやっていく中で、一人



PKCZ®から読者3名にサイン色紙をプレゼント！
応募方法【P.26】にて。

1st ALBUM『360° ChamberZ』がリリース
　クリエイティブ・ユニット＝PKCZ®（DJ MAKIDAI / VERBAL 
/ DJ DARUMA ）が初のALBUM をリリース。メンバーのバック
ボーンに根ざしたあらゆるDANCE MUSICをMIXした1st ALBUM

「360° ChamberZ」（スリーシックスティ・チェンバーズ）は、CD
（全11曲＋特典曲）＋DVD（MV全4曲）の2枚組でLDH MUSIC
よりリリース。LDHから、EXILE THE SECOND・三代目J Soul Br
others、GENERATIONSを始め、海外からもレジェンド、METHOD 
MAN (Wu-Tang Clan）、Afrojackら総勢13組の豪華アーティスト
が集結。

【Featuring】EXILE THE SECOND／三代目J Soul Brothers／
GENERATIONS／EXILE SHOKICHI／登坂広臣／CRAZYBOY／DOBERMAN INFINITY／Crystal 
Kay／MIGHTY CROWN／ANARCHY／SWAY／AFROJACK／METHOD MAN（Wu-Tang Clan）

okayama move up 検索

でも多くの人に PKCZ®と一緒にやってよ
かったと言ってもらえるようにしていきた
い。PKCZ®とやるとなんか面白いねとか、
そういう存在になっていけたらいいかなっ
て。それには、自分たちだけでは考えられ
ない事も、人と混ざったり、アイデアを出
し合ったりする事で、パワーアップしていく
ことができると思うので、そういう人たち
とも積極的に交わっていければと思いま
す」
D「僕らは陰謀論が好きで（笑）、誰が世
界を牛耳っているのかとか、よくそういう
見えない力のことを話したりするんですけ
ど、最大限話を広げて、結果 “ そんな事

より、今日のライブ頑張ろう” みたいな結
論になる（笑）」
M「そう、広がり放題広げて、“よし、じゃ、
今日頑張ろう” って（笑）。その好奇心は
失いたくないけど、この年月をかけて今の
自分がいて、それって積み重ねてきたこと
の結果なんですよね。1個クリアしたら、
何か見えてきて、それをクリアしてって。
実際に通ってきたところが、履歴になって
いくと思うので、１個ずつ頑張ろうって。
急がば回れじゃないですけど、それが一番
近道だと思います」

























　夢の課外授業『中学生 Rising Sun Proj
ect』が今年も始まりました！　2011年に起
こった東日本大震災後から6 年、「日本を元
気に」をテーマに始まったこの Project も今
まで約 2000 人の子供たちと『Rising Sun』
を一緒に踊ってきましたが、Project が終わ
った後も街のお祭りやイベントなどで、その
地域のみなさんの前で継続して DANCE を
披露していることなどを後から聞くと本当に
感動します。これをさらに続けていけば、い
つの日か「10 万人 Rising Sun」も夢ではな
いのかな？ なんて本気で思っています !!!

　今年は宮城県の七ヶ浜中学校と向洋中学
校の 2 校で始まりました !　1日で 2 校を訪
問してレッスンするのは今年初めての試みで
したが、学生の皆さん、先生方、父兄の皆
さん、地域の皆さんが温かく迎え入れてくれ
て、終始笑顔の絶えない時間になりました

↪

  体育館の独特な匂いと夏の蒸し暑さになん
だか懐かしさを感じながら、EX ダンス体操
から始まり、『Rising Sun』のイントロから最
初のサビの 1番象徴的で 1番難しいステッ
プのレッスンをしましたが、なんとかできて
る子もいれば苦戦している子もいて、改めて
このステップは、やるのも教えるのも難しい
なぁと思いました（笑）。ここから約 3 カ月
間みっちり練習してもらって発表会となるの
ですが、最後はみんな笑顔で踊りきることを
期待したいと思います。

　レッスンが終わると、お返しに校歌を歌っ
てくれたり出し物を披露してくれたり、質問
タイムで話をしたりして交流するとやっぱり
来てよかったなぁと思います！

　震災からもう約 6 年もの月日は経ちました
が、まだまだ復興していない場所や心の傷
はいまだに多く感じます。DANCE の力、音
楽の力を信じて、引き続き一つでも多くの土
地へ行き、一人でも多くの人と一緒に、この
プロジェクトを通じて『Rising Sun』を踊っ
ていきたいと思いますので、どうか応援よろ
しくお願い致します。

　さて、いよいよ暑くて最高の夏が始まりま
した ! 今年の夏は、なんか夏らしいことした
いですね !!　海にだけはどうしても行ってや
ろうと画策しておりますが、行けるかな（笑）
?　皆さん遊びに夢中になってしまいがちで
すが、熱中症など体調には十分注意してく
ださいね。

　夏といえばお台場で毎年開催している「居
酒屋えぐざいるPARK」が今年も盛り上が
っています ↪　皆さんもう行かれましたか？　
メンバープロデュースメニューや AMAZING 
COFFEE など皆さんが最高の夏の思い出に
なるようにさまざまな”おもてなし”をご用
意してお持ちしておりますので遊びに来てく
れたらうれしいです。僕も先日、ご飯を食べ
にいきましたが、毎年楽しみにしているEXI
LE SHOKICHI のラムチョップが今年はパワ
ーアップしていてめっちゃ美味しかったです

し（笑）、また皆さんと乾杯し
に行こうと思いますのでその
時は一緒に飲みましょう ↪

　そして先日、EXILE THE SE 
CONDは今年初めての夏フェ
スに出演させていただきまし
た。フェスに出ると夏が来た
なぁと感じますが、これから
どんどん出演していこうと思
っていますし、自分はもう一
つのグループであるDANCE 
EARTH PARTY でも夏フェス
出演を予定しています。

　まだ一度もパフォーマンス
していない楽曲などを用意し
て、最高に楽しんでいただけ
るように盛り上げにいきたい
と思っていますので、ぜひタ
オルと飲みものを持って弾け
に来てくれたらうれしいです。

　10 月には『DANCE EART 
zH FESTIVAL 2017』が幕張
で控えていますし、その後には EXILE THE 
SECOND の全国アリーナツアーも始まりま
す！

　2017 年下半期もノンストップで皆さんに
会える機会がたくさんあるので最高に楽しん
でいきましょう！！！

19 歳よりダンスを始め、EXILE PROFESSIONAL GYM にてインストラク
ターを務める。2007 年に、二代目 J Soul Brothers のメンバーに抜擢され、
2009年2月25日に、アルバム『J Soul Brothers』でメジャーデビューを
果たす。そして、同年 3月1日に EXILE 新メンバーとして加入し、2011年
には、THE SECOND from EXILE としても活動を始める。また、個人活
動として 2011年に月刊 EXILE にて、自身が所長を務める『EXILE パフォー
マンス研究所』の連載を開始する。 2013 年、眠り of the year 2013「ベ
ストネムリスト」の受賞を果たす。2014 年４月、淑徳大学人文学部表現
学科の客員教授に就任する。そして、2015年４月に EXILE ÜSA が活動
を行っている DANCE EARTH PARTY の正式メンバーに選ばれる。その
ほか、役者としてドラマや舞台に出演するなど、さまざまな活動を展開し、
エンターテイメントの可能性を広げている。

第60回

EXILE TETSUYA“男を上げる”Monthly Column supported by ANGFA

夏が来た (^o^)v

（TOKYO HEADLINE vol.695　2017.7.24 発行号より）
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